
副田恵理子（藤女子大学）	
太田悠紀子（上智大学）





１）LINE利用率	

ICT総研（2018）
2018年12⽉時点で、⽇本国内の
ネットユーザーに占めるLINE利⽤
率は81％

佐々⽊（2015）
⽇本国内の⽇本語学習者において、
LINEの利⽤率はSNSの中でも特に
⾼い。

	



スワンナクート（2015）
リペアの４つの種類
【⾃⼰/他者 開始】【⾃⼰/他者 修復】

・リペア参加によって学習機会が与
えられ、⽇本語学習につながる

・LINEの特徴から、リペアの開始や
実⾏がしやすい	

	
	
	

２）接触場面でのLINE会話	



２）接触場面でのLINE会話	

中井・船橋・副⽥・向井（2018）
維持すべき「疎」の関係にある⺟
語話者からの誘いへの断りが再誘
いを誘発

原因
・関係を維持するための婉曲的な断り
・LINEの特性 従来の⾮対⾯コミュニ

ケーションツールと異なる 



倉⽥（2018） 相づちの機能
・聞き⼿役割表⽰機能は⺟語話者、⾮⺟
語話者で⼤差ない。

「理解・了解」、「感情の表出」
 「同意・共感」、「聞いている」
 ・談話展開上の機能は⺟語話者と⾮⺟
語話者で異なる

「直後の相づち」と「⾮直後の相づち」
	
	
	

２）接触場面でのLINE会話	



荻原（1996）
⽇本語学習者のコミュニケーション
ストラテジー（ComS）

・ComSの使⽤頻度はComSのタイプ
により、調査の回を追うごとに増加
するものと減少するものがある。
理解のためのComS 減
代⽤、⾔い替え、⽂レベルのComS 増

３）縦断的研究	



許（2010） 発話ストラテジー
・発話ストラテジー使⽤率は、滞在期
間の⻑短よりも⾔語能⼒の変化と関連 
・共同解決型、間接的アピールの使⽤
に変化
許（2017） 聞き返し
・聞き返し使⽤率は、滞在期間の⻑短
では変わらない。
・「感動詞型」聞き返し、「聞き返し
連鎖」の使⽤に変化

３）縦断的研究	





留学⽣の主要なコミュニケーショ
ンツールの⼀つLINE

LINEへの留学⽣の書き込みの
１年間の変化を縦断的に観察

LINEコミュニケーションに
必要なスキルとは？





１）調査協力者	

留学⽣Ａ

留学⽣C

チューター制度
⽇本⼈①

⽇本⼈⑤⽇本⼈②

⽇本⼈⑥
(前期のみ)

⽇本⼈⑦
(後期のみ)



	 年度 国籍 レベル ⽇本語LINE歴
A 2016 台湾 N1 1年
B 2016 台湾 N1 2年
C 2016 台湾 N1 2年
D 2016 台湾 N2→N1 2年
E 2017 台湾 N2→N1 2年
F 2017 中国 N2→N1 1年
G 2017 台湾 N2→N1 1年
H 2017 台湾 N2 2年

１）調査協力者	



留 ⽇ 学科 学
年

留
学

⽇
教

⽇ 学科 学
年

留
学

⽇
教

A ① ⽂総 ３ ② ⽂総 ３
B ③ ⽂総 ３ ○ ④ ⽂総 ３ ○
C ⑤ ⽇⽂ ２ ○ ⑥前 ⽂総 ３

⑦後 ⽂総 ２ ○
D ⑧ ⽂総 ４○○ ⑨前 ⽂総 ２

⑩後 英⽂ ２ ○

１）調査協力者	

英⽂：英語⽂化学科 ⽇⽂：⽇本語⽇本⽂学科 ⽂総：⽂化総合学科



留 ⽇ 学科 学
年

留
学

⽇
教

⽇ 学科 学
年

留
学

⽇
教

Ｅ ⑪ ⽂総 ４○ ⑫前 英⽂ ２
⑬後 ⽂総 ４○○

F ⑭ 英⽂ ３ ○ ⑮ ⽇⽂ ３ ○
G ⑯ ⽇⽂ ３ ○ ⑰ ⽇⽂ ３ ○
H ⑱ 英⽂ ４ ⑳前 ⽂総 ２

⑲ ⽂総 ３ ○ ㉑後 ⽇⽂ ２○

１）調査協力者	

英⽂：英語⽂化学科 ⽇⽂：⽇本語⽇本⽂学科 ⽂総：⽂化総合学科



Ⅲ．調査概要(調査方法)	

留学⽣Ａ

留学⽣ＢLINEグループ

2者間
⽇本⼈①

⽇本⼈② ⽇本⼈③

⽇本⼈④



調査期間：１年間
調査⽅法：
留学⽣⇔⽇本⼈チューターの
LINE画像（グループ・⼆者間）
４期に分けて⽐較
第Ⅰ期:4〜5⽉ 第Ⅱ期:6〜8⽉
第Ⅲ期:9〜11⽉ 第Ⅳ期:12〜翌2⽉

２）調査方法	





１）メッセージ・スタンプ・画像	

２）文字数、絵文字、顔文字	
３）文末表現の変化	
４）応答表現の変化 

	



　１）メッセージ・スタンプ・画像の割合	

メッセージ
画像

スタンプ



１）メッセージ・スタンプ・画像の割合	
　（LINEグループ/留学生・日本人比較）	

メッセージ スタンプ 画像 計

A 94	87.9％ 8	 7.5% 5	 4.7% 107 	100%
① 64	90.1% 2	 2.8% 5	 7.0% 71 	100%
② 73	84.9% 5	 5.8% 8	 9.3% 86 	100%
Ｂ100	77.5% 25	19.4% 4	 3.1% 129 	100%
③ 38	88.4% 4	 9.3% 1	 2.3% 43 	100%
④ 45	97.8% 1	 2.2% 0	 0.0% 46 	100%



メッセージ スタンプ 画像 計

C 55	 83.3% 5	 7.6% 6	 9.1% 66 	100%
⑤ 47	 88.7% 4	 7.5% 2	 3.8% 53 	100%
⑥ 12	 80.0% 1	 6.7% 2	13.3% 15 	100%
⑦ 23	 92.0% 1	 4.0% 1	 4.0% 25 	100%
D 152	 82.6% 23	12.5% 9	 4.9% 184 	100%
⑧ 213	 93.8% 14	 6.2% 0	 0.0% 227 	100%
⑨ 11	100.0% 0	 0.0% 0	 0.0% 11 	100%
⑩ 68	 93.2% 3	 4.1% 2	 2.7% 73 	100%



メッセージ スタンプ 画像 計

Ｅ 74	 69.2% 31	29.0% 2	 1.9% 107 	100%
⑪ 95	 86.4% 11	10.0% 4	 3.6% 110 	100%
⑫ 9	 75.0% 3	25.0% 0	 0.0% 12 	100%
⑬ 58	 81.7% 6	 8.5% 7	 9.9% 71 	100%
Ｆ 99	 93.4% 5	 4.7% 2	 1.9% 106 	100%
⑭ 71	 85.5% 8	 9.6% 4	 4.8% 83 	100%
⑮ 91	 85.8% 15	14.2% 0	 0.0% 106 	100%



メッセージ スタンプ 画像 計

G 71	 79.8% 13	14.6% 5	 5.6% 89 	100%
⑯ 59	 81.9% 13	18.1% 0	 0.0% 72 	100%
⑰ 75	 89.3% 9	10.7% 0	 0.0% 84 	100%
H 27	 67.5% 10	25.0% 3	 7.5% 40 	100%
⑱ 23	 79.3% 6	20.7% 0	 0.0% 29 	100%
⑲ 17	 81.0% 3	14.3% 1	 4.8% 21 	100%
⑳ 5	 71.4% 2	28.6% 0	 0.0% 7 	100%
㉑ 16	 69.6% 6	26.1% 1	 4.3% 23 	100%



LINEグループ スタンプ使用率(変化）　　	
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LINE２者間 スタンプ使用率(変化）　　	
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１）メッセージ・スタンプ・画像の割合	

＜スタンプの使⽤率＞
・⽇本⼈・⾼／留学⽣・⾼
・⽇本語⼒ 低 ＞ ⾼
 ⇒⽇・留相互に影響
・⽇本語⼒の低いグループ
 最初は使⽤率が⾼いが徐々に

下がる
⇒スタンプの使⽤⽅法の変化



２）１メッセージ内の文字数、絵文字、顔文字	

絵⽂字 顔⽂字



２）１メッセージ内の文字数、絵文字、顔文字	
　（LINEグループ/留学生・日本人比較）	

⽂字数 絵⽂字 顔⽂字

A 15.28 1.00 0.00
① 15.77 0.75 0.19
② 17.89 0.63 0.01
Ｂ 14.70 0.13 0.07
③ 13.37 0.00 0.11
④ 11.82 0.16 0.07



⽂字数 絵⽂字 顔⽂字

C 22.25 0.87 0.00
⑤ 21.74 0.74 0.00
⑥ 19.33 0.58 0.00
⑦ 10.13 0.57 0.09
D 19.95 0.00 0.05
⑧ 20.73 0.00 0.05
⑨ 38.73 0.18 0.00
⑩ 27.26 0.32 0.00



⽂字数 絵⽂字 顔⽂字

Ｅ 15.89 0.62 0.01
⑪ 16.62 0.16 0.12
⑫ 23.56 0.78 0.00
⑬ 16.41 0.34 0.00
Ｆ 14.62 0.52 0.00
⑭ 18.90 1.42 0.00
⑮ 15.16 0.34 0.20



⽂字数 絵⽂字 顔⽂字

G 24.48 0.90 0.01
⑯ 15.58 0.47 0.03
⑰ 20.47 0.51 0.00
H 15.15 0.96 0.00
⑱ 14.83 0.65 0.04
⑲ 18.71 0.53 0.12
⑳ 12.80 1.00 0.00
㉑ 15.94 0.88 0.00



LINEグループ　文字数(変化）　　	
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LINEグループ　絵文字(変化）　　　	
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２）１メッセージ内の文字数、絵文字、顔文字	

＜⽂字数＞
・⽇本⼈・多／留学⽣・多
・⽂字数が多い場合、徐々に減る

傾向（内容に起因）
＜絵字数＞
・⽇本⼈・多／留学⽣・多
・変化は個⼈差あり
⇒⽂字数/絵⽂字ともに⽇・留
 相互に影響



　３）文末表現の変化（留学生Ｄ・Ⅰ期）	

Ⅰ4/15 実は私この間ずっとあの授業
のことを⼼配している。

Ⅰ4/15
なんか、あの授業はPPTもな
いし、プリントもないし、
ちょっと難しいと思う。

Ⅰ4/15 やめようかなと考えている。
Ⅰ4/15 でも、もし●●●さんが⼀緒

なら、たぶん⼤丈夫と思う。
Ⅰ5/30 もし本当に⼤丈夫なら、安⼼

した



　３）文末表現の変化（留学生Ｄ・Ⅱ期）	

Ⅰ5/30
でも、私の⿊いズボンはユニ
クロで買うものなので、ハン
シャンにダメかなと⾔われ
た。。。。

Ⅱ7/2 最近あまり使わないけど、こ
の前、よく使った。。。。。

Ⅱ8/20 ああ、でもまた店の⼈はまた
そんなに親しくない。。。。

Ⅱ8/20 今すごく聞いたいけど、明⽇
聞く。。。



　３）文末表現の変化（留学生Ｄ・Ⅲ期）	

Ⅲ9/21 授業が早く終わったので今も
う国際センターの前にいるよ

Ⅲ9/29 提出⽇は書いてないけど
Ⅲ9/29 ⼀緒に昼ごはんを⾷べれるし
Ⅲ10/19 ⾚いペンのところの全体の意

味がわからない。。。。
Ⅲ10/19 そうです。今⼀⽣懸命その中

の意味を考えている＠＠＠
Ⅲ10/19 でも、その全体の意味は

ちょっとわからない＠



　３）文末表現の変化（留学生Ｄ・Ⅳ期）	

Ⅳ12/18 きっと会えると思うよ!
Ⅳ12/19 私は今⾷堂にいるんけど
 
Ⅳ1/12 今⽇午後5時、⾚レンガで体

験レッスンをする予定

Ⅳ1/16
ああ、確かにその⽇は昼ご飯
のあと私も試験があるの
で、、、

Ⅳ1/16 ⼀応辞めた⽅がいいいいと思
うけど、、、



　３）文末表現の変化（留学生Ｄ）	

第Ⅰ期：断定表現
第Ⅱ期：記号の使⽤、
    ⽂末と記号の不⼀致
第Ⅲ期：⽂末表現のバリエー

ション、⽂末と記号の
不⼀致

第Ⅳ期：⽂末と記号の⼀致



　３）文末表現の変化（留学生Ｈ・Ⅰ期）	

Ⅰ4/5
わかりました🙆
教えてありがとうm(_ _)m
⽇本語の⽂法は難しい😫

Ⅰ4/11

●●さん😘😘😘😘前回病院に
連れて⾏ってくれて、ありが
とうm(_ _)m
もう全部治しました👍
⼼配しないでください

Ⅰ4/17はい―今くるよ



　３）文末表現の変化（留学生Ｈ・Ⅱ期）	

Ⅱ6/5
今⽇中間テストがあるので⾏
けない😥今寮で勉強している、
ゴメね🙇

Ⅱ6/12

ゴメ、ゴメ🙏🙏🙏間違えまし間違えまし
た!今晩みんなは中島公園に
⾏きます😂でも、北海道神宮
が便利ならこちに⾏くもいい
ですよ👌

Ⅱ6/12ありがとう🙏🙏間違えたゴメ間違えたゴメ
ね🙇



　３）文末表現の変化（留学生Ｈ・Ⅲ期）	

Ⅲ10/5
今札幌⼊国管理局⾏くから、
昼ごはんの時間が間に合わな
いかどうかちょっと⼼配する
😭

Ⅲ10/5 もし、早く終わったら、昼ご
はんは⾏く！

Ⅲ10/5 今⼤通りから帰える！
 
Ⅲ10/12

今⽇三間⽬の授業は発表かあ
るから、昼休んでもいい😫
ゴメね



　３）文末表現の変化（留学生Ｈ・Ⅳ期）	

Ⅳ12/20 わかった！今調べてる〜
Ⅳ1/1 明⽇早めに緑窓にチケットを

買い⾏く〜
Ⅳ1/1 チケットもう買ったよ！
Ⅳ1/12 今週の⽊曜⽇は台湾料理を⾷

べに⾏くの〜〜〜

Ⅳ1/24
パソコンがうちに忘れたから、
昼ごはんのとき帰らなきゃ😭
😭



　３）文末表現の変化（留学生Ｈ）	

第Ⅰ期・第Ⅱ期
：断定表現、「よ」「ね」使⽤
 絵⽂字・顔⽂字多⽤
 ですます・普通体の混在
第Ⅲ期：普通体に統⼀
第Ⅳ期：記号・⽂末のバリエー

ション



４）応答の変化（留学生Ｇ　Ⅰ期）	

４／１３ 　４／１８

留G

⽇⑯

留G
⽇⑰



４）応答の変化（留学生Ｇ　Ⅲ期）	
⽇⑯

留G

⽇⑰

⽇⑰
留G１０／１７

１１／１７



１／２１

４）応答の変化（留学生Ｇ　Ⅲ・Ⅳ期）	

１１／１４

⽇⑯

留G ⽇⑯

留G



１／２２

４）応答の変化（留学生Ｇ　Ⅳ期）	

⽇⑰

留G

留G

⽇⑰

⽇⑯



４／２４

５／８

４）応答の変化（留学生Ｈ　Ⅰ期）	
⽇⑱

留Ｉ

⽇⑱

留Ｉ



４）応答の変化（留学生Ｈ　Ⅱ期）	

６／１２

⽇⑱

留Ｉ



４）応答の変化（留学生Ｈ　Ⅲ期）	

１０／５～１０／６



１／２２

４）応答の変化（留学生Ｈ　Ⅳ期）	



４）応答の変化	

・Ⅰ期はスタンプのみや「はい」
だけ
・Ⅱ期以降、了解を⽰すとき、
「OK」「わかった」、「はー
い」「スタンプ」など2つの応答
を組み合わせている。（⽇本⼈も
この⽅法を⽤いている）



４）応答の変化	

・Ⅲ期以降はスタンプに代わり、
応答表現の種類が増える（了解を
⽰す⾔葉、感情の⾔葉、その組み
合わせ）
⇒A〜Cは最初から種類が豊富
・F、Gは「笑笑」を多⽤
相⼿の発⾔を受けて使⽤している
場⾯も（不適切な使⽤もあり） 





LINEのやり取りに見られる変化	

・やり取りの相⼿からの影響が⼤
・⽂末表現、記号の種類が増える
・応答表現の種類が増える
・その発達段階において、⽂末表
現と記号の不⼀致、不適切な応答
表現が⾒られる
・応答表現の種類が増えるに従っ
て、返答でのスタンプ使⽤が減る 



LINEで必要となるスキル	

・多様な 
  ⽂末表現、
  ⽂末に⽤いられる記号
  応答表現     
を適切に使⽤することが必要   
      LINEのやり取りそのものが

⽇本語学習のツール
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